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爆 発 後 ガ ス の 研 究 (第 一 報)

(唱 和 27年 2 月 5El安 pI.)

石 本 威

(旭 LE:虚 空 内 エ LS)

1 事古 書

一皮坑内に入ったさ主戦の祈る柵 +_独特の後ガス臭を

挺tBしているであろう｡ところが血筋畔地 の計芥に

想う出すろ雌花肋 には典をイ(するものは無く.之は

舛際の死恥 こ於では列Wlこl廷雅な圧姑を行うと云うこ

とをu ･していろ｡従って穏血の和巧U久はy!防上不

可鞍であり,I-カーとしては2.をよI)少くすろよう

L=方jJするは勿論,鎚日新も頒錨が完はするようL=苑

地改.弛相 を計剤すると同時に.;血風をEtくすろ布

が僅ガスに囚ろ対I故を無くする正三であろう｡

抑 .々ば茄の膿発状況は味付によl)非常な藍を示し

之が生伽 ,特に技〝入の粗蛇に大きな柏遜となって

現われろのは相知のホy;である｡▲講究騨件とは云う迄

もなく七FLIiI安,短は岬 の大小.畑発晩のじ盟冷却

の速度及び埋2;に兼Ll:秤:正すろ可伽 .岩石の蛙文

等がLiである｡

苛◆は市桐と甚小の感覚状況の相克羨V'に野菜続と

I.タ7インがどの坪ZELB視 芯に閃tfLするかと云う事

を,苑生HIJt及びqス血成上l)冊 した,顕正は発

生dス丑を知ろ21と脚 Uスを持ち為に3'ン7法とし

分析は*Jt･ゲットの典故及び珊 ヒ沃良法に上る｡

Tl 有寺ガスの発生とその伎件

筏jyjtの礼鳩はim常の腿56では H王O , Zie,COビ

02.CO,NO.1TIO望(N±OJ).CHl.CZElz,杜忠のT ,̂

デ ヒ r菊l等が托められてmI),-JT和成分は鼓 として

CO と安来の熊化物であろうが,級抑 土払常の畑 でい
は列常E=少い叫が知られていろ.木gl鋲に於ても火維

1/107g以下であI).u叫 1Tuのl̀(Blも粕とCOL=経る

と考えて北づCOに払 ･てyl浜を7テつた｡付し惟丘の

蜘 化租でもっても之が加成約にJJlIIけ ろだけで

なく,空に或る現だ和也を硯め合うと12=わ11.ろが之に

就いては筏に迷ペろ｡COl柵 ;不足すろに従って

多く1=I)又嘩喝のF怨の外軌 :小な る印竹加ナ ろ

布li蟹lこ実敢的にも強めらiしていろ｡ば%をyJiZE包先

していろ野菜耗及び.り フィンも域ろ現収 姑に与るJl
額が知られておI),非の約台は休作に伐ってもAなる

であろうし明らかでないが,本'JE急を.Vめて明積にし

たいと恩う｡ま男琴を出切した独花によろ東化もあると

麦もjt.ておl),例えば石穀等の荘元性のEl石 中では

COは村加しコンクy-ト小では吸牧に上って誠少す

ると云われろ｡又乾し;た石英釧 -も長い血刀1･S'示すこ
とが発窮されていちがL,非の他のt訂tに上って変化ナ



40 ェ允 火 野 的 金 tt 節 15笹 郁1肘

ろもJTJてあって純一的なFttr''dはUlちかで1=い｡

皿 一酸化表兼の書世

先に娼べた如く,坑内のyスrZ将 は朔t'がCOにを

ru十ちと云つてtSa甘刊>_ILかろ～｡之は京うまでも

f_-くへそ yt'YンとのtR甲力がJtRDJalTより250倍

も甘い為でもろ｡CO申鞍でia生カ:妊らT=いせ分長時

1!Z'lT'nlJilで絶'Bを罷めね取資は00】ガ以下であり, 1

馴 ろ年鼓に放ろ汲妃tは03,'3以上であると云

わLLていろ.

さて.兇つ[:qt.Flえは .T<〇三や CO三が没入し

て峰台のJf甘.I_とうであろうZ)L｡好Lt芋上Af.つた芯

顎4=itすら軍茂をGL合す･=坤その作Jfbこ持1こ槻 され

･'}ことがもろ.之な SIZIC･glm一tJJと1.Tt･.その作llJ

を汝1aL令irn･之をAntagomSm18と云う.CO士

･YO とは虚ろ抹件でその叩nlltJが.n血書Lt,一定M

の混合ガスを聖人すjtは柑 こ繁る甘合{･も.tEZNlql

妹では用退度7)もDを21人してもれ火以甘壁のIll敵 ;

心ろl=8ざたい｡又光の叫合小tU児を起すに要する波

圧は申ylの申告J)掛ミLF廿 であり.攻入捜)Eの巣二ヒ

時期もiA合嶺D切令にはizum=奄ろ｡tUluスの助合

多くの22;好きは.CO 申qEのFn多JtのCOd'Ll招け る

之SZ二ib:之劫で:>り.鵜苫助 ;泡LL叫 を/述べてい

ろ｡iU性挽茨(G)とyスiit空の雅雄を以 化したもの

b･如 ,之に上ちと G- '̀C裂 き旦 x50,鼓

に
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では少IL1･5.､タ7インと野矢杜が娼翼に対すろmnL では前和 現 生uス丑もCOも少く,yt府の発毛に凹

は,辰rJ芯の程姪を調べる為に笑打の包熊状態上J)菰か つて粥邦 払 IE確状庇が完全であJLlで77甥ガスが邦常

に多く,線に誘掛野は印〆イ上l)退かに少且の攻脈株 に少く.過氾盗-CあったI).Tyつがイ;足した特攻は
を仙 LJJラフイyも岨ItlLてないので様の状袋の数埠
にi重い｡

たって本実額の如き多丑の荒とJ､?7インが悉く旺

応ぐれは駿東JIクy又はfiとなる｡粥によってもkrLh

に喝旅ナろことは附群であL).花王たガス幾とCO及び

CO.の増血が空わらILろ｡又碑朗した齢 と231中のrj

孜准故の齢 にほが人が.V.いとま う軸部と一致する｡

之は旺W 化柚のiJ:成.域は群やJl'タフイyの一･欝蛤

脚 に比ろ材が愁ftされろ｡ところがは芳のみの切令

は之と対m'l的な裁判を示しているのであって,照朋し

た切合に姫t:uス触 ;多くCO も的多 い｡之は｣.に

述べたような54.J/)脚 立･7-がnTる齢 に多く准見されろ



ので共の彰華とEわれろ｡わ状偲男の也姫にJnいた錨

帯の放出lこより0'と菟生かス丘の淑少がもろかも知

れないが岱箔且が07g包EEEでもろから蝕 に与えろ

暮き事は少い｡言て,相 の克也に放てほどの四度であ

るかと云う事を姓の敦字より経穴㌻Tlち事は朋才であ

る｡そjLは繋BのBに伐る生成抽g)鞄と甘口に上るu

又の吸収靭 :考えっLt..Ltの豹を榊 にしたl件 より

COは猛かL=少いものと予想されろが輔 のhtIb枚は
&,いと:己うSh):ある.

粒 括

鋲や.{ク7インが 1E巧手をなしていちと考えられる｡

(4) 包乾け丼fL除きAi玉のみの砂合は之と対取的lZ

指E!bTT汁が,之は珊 上手の流むが潤 と思われ

ろ｡

耕 *にIlいてはitl工書の大il正J*,上迫fl夫Pf氏

の労力にLil払多く,他 に諸倉を親します .

支 tt

1)ChrcrlceHAllAndSpeユCerP Zlott-ellllul

あl相性 48(1914) 16

hrnrilhAtl･ExplosLヽeS,1.579

ピッへ ･̂ポンプ巾で爆発をは沌させ苑A:uスLlは水 2) 1,140

伽▼ノノーターに上l)湖兜し.ガス成分は*ルザツト 3)CILIrt'nCOllAllnodSpct)ceT IJHoWeu 【lur

分析兆E改若しくは五鮒 と評I拙 .L=て分Frした拙次表の ATln叫 4B()914)21

組 む7斗た. 火)も23(m6)328

(1) 鞘鮒 件を等しくしてもJ&発の状況は何LE)収な Jlu'.州 tlCS,Tech PtLPer482(19叫 )30

I).その盛はJh析毘辺上I)透かに広い氾閲lこもる｡ .WAT8h4日･Ⅰミ叩IoSL､eS.I.577

(2) 包材 I】D繋柔耗及び-クフィン(._は班 拓のI5 4)

一訂正Le-し,毘生ガス丑と我に CO,COiの棉血b:見 5)C JL 38(1944)2210

られる｡ 6)利 Ild:Lib玖ヱ卯暮

(り 廿組包炎か夢色を欄 究させた甘食はTfJ力戦

合にttLCOの苑地 少く又qA軸 も'̂ ･.之には 7)
有嶺gス.245

An alysISOfExplosionGaseslnBlChcIGatJgC(PartI)

byT Isimoto

Dy加TnEtt･Of30frim lJLTTedlnBIChelgAt:ge.atnu12511L亡rJLILeaPaCin,andthe

yolt)met):'etploslO3 gLK9iJrZltASt･rd byHg･nAJIOl加LerAndtheLreOhStLttZetLLiZLre

AZnlysedbrOTSAIAPplrAtuIOrIPJmethod_ltは reCOP11edth▲t亡aJtrldgepaper

AETdFnEn缶netorⅥaLとr･prOOELBgATEParLb oxzdLled tbdetonAtlotl Thl=VOluzEeOf

totalgasesABtL.eltAJPeTCeEltAgeOLCOandCOい nCre凡父IAJCOmPatedWl一hthose

ln caseoE cxplos)IeJAlozlelTIZroE18hcll5,dlnam Lte■WltllParathEledwrappereヽolve

leseJlm｡unLJOlgJLIeB,CSMでIAl】yofCO,bilt也)rzImLteSAlolleglヽCtheopp03IterejuILJ


